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市
コ
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医
師
が
交
通
事
故
な
ど
の
現
場
に
直
接
出
か
け
て
負

傷
者
の
救
命
活
動
を
行
う
救
急
車
両
（
ド
ク
タ
ー
カ
ー
）

が
11
月
1
日
か
ら
、
公
明
党
な
ど
の
推
進
で
試
行
的
に

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
今
後
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
命

の
危
機
に
あ
る
負
傷
者
の
命
を
救
え
る
可
能
性
や
、
重

度
の
後
遺
症
を
回
避
で
き
る
可
能
性
も
一
段
と
高
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

外務大臣宛に「横浜市内米軍施設についての要望書」を提出する 
市会基地返還促進特別委員会　木村久義委員長、斉藤伸一副委員長 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　     （H17・5・11　外務省） 

市会ホームページURL  http://www.city.yokohama.jp/me/sikai/

市
会
市
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

中
継
を
開
始

中
継
を
開
始 

市
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 
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本
年
9
月
30
日
の
決
算
特
別
委
員
会
か
ら
、
本
会

議
及
び
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
生
中

継
と
録
画
中
継

が
始
ま
り
ま
し

た
。
ご
家
庭
の

パ
ソ
コ
ン
で
ご

覧
い
た
だ
け

る
ほ
か
各
区

役
所
の
モ
ニ

タ
ー
テ
レ
ビ

等
で
も
中
継
を

実
施
し
て
い
ま

す
。 

　
審
議
・
審
査

の
様
子
を
ぜ
ひ

ご
覧
下
さ
い
。 

　
公
明
党
は
、
米
軍
が

広
範
囲
に
接
収
し
て
い

る
市
内
米
軍
施
設
の
早

期
全
面
返
還
を
強
く
訴

え
て
き
ま
し
た
。 

　
16
年
10
月
に
、
市

内
米
軍
施
設
8
施
設
の

う
ち
、
6
施
設
の
返
還

が
日
米
政
府
間
で
合
意

さ
れ
ま
し
た
。
一
部
返

還
と
さ
れ
た
小
柴
貯
油

施
設
（
金
沢
区
）
も
、

53
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ

全
て
の
陸
地
部
分
が
返

還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
内

米
軍
施
設
の
早
期
全
面

返
還
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

横浜市内米軍施設の状況 

　
市
役
所
や
区
役
所
の
こ
と
で
聞
き
た
い
こ
と
が

あ
る
の
に
、
ど
こ
に
聞
い
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
場
合
な
ど
、

電
話
一
本
で

専
門
の
オ
ペ

レ
ー
タ
が
ご

案
内
し
ま
す

の
で
、お
気
軽

に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。 

 

公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、
平
成
十

八
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
要
望
書
を
中

田
宏
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

　
外
部
機
関
に
よ
る
市
の
す
べ
て
の
事
業

へ
の
「
事
業
仕
分
け
」
方
式
の
チ
ェ
ッ
ク

導
入
や
、
小
児
医
療
費
助
成
を
就
学
前
ま

で
拡
大
し
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
な

ど
三
十
項
目
を
最
重
点
要
望
と
し
て
お
り

ま
す
。 

　
最
重
点
要
望
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
感
染
拡
大
予
防
に
万
全
を
期
す

こ
と
や
、
耐
震
強
度
偽
装
問
題
を
踏
ま
え

た
市
独
自
の
建
築
確
認
体
制
構
築
、
私
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
金
の
増
額
な
ど
を

求
め
て
お
り
ま
す
。 

　
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
芸
術
家
育
成

な
ど
百
六
十
三
の
重
点
要
望
も
掲
げ
ま
し

た
。
 
 

  ●
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
 
 

  

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度

情
報
化
の
進
展
の
中
、
わ
が
国
は
、

世
界
最
速
の
少
子
高
齢
化
の
潮
流

と
と
も
に
、
戦
後
初
め
て
の
「
人

口
減
少
社
会
」
に
突
入
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

　
私
た
ち
公
明
党
は
、
政
権
与
党

と
し
て
、
子
育
て
支
援
な
ど
少
子

高
齢
化
対
策
の
流
れ
を
つ
く
り
、

社
会
保
障
制
度
改
革
と
し
て
の
年

金
改
革
、
構
造
改
革
の
郵
政
や
道

路
公
団
の
民
営
化
、
特
区
制
度
な

ど
の
規
制
改
革
、
経
済
対
策
と
し

て
の
金
融
機
関
の
不
良
債
権
処
理
・

中
小
企
業
対
策
な
ど
幅
広
い
分
野

で
改
革
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
社
会
構
造

は
安
定
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
、
景
気
も

回
復
基
調
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

時
代
の
変
化
は
激
し
く
、
不
安
定
な
国
際

社
会
情
勢
や
急
激
な
人
口
・
社
会
構
造
の

変
化
、
地
震
・
災
害
・
治
安
へ
の
不
安
な

ど
、
安
全
・
安
心
社
会
の
構
築
や
財
政
健

全
化
な
ど
、
待
っ
た
な
し
の
思
い
切
っ
た

改
革
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

と
も
そ
の
実
現
に
邁
進
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

　
さ
て
、
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
平
成
18

年
度
に
約
2
1
5
億
円
の
収
支
不
足
が
見

込
ま
れ
る
中
、
横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン

の
最
終
年
度
と
し
て
、
次
計
画
を
策
定
す

る
重
要
な
年
度
の
予
算
編
成
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
新
し
い

時
代
と
社
会
を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
の

は
、「
人
間
の
幸
福
な
生
存
こ
そ
が
目
的
価

値
で
あ
る
」
と
す
る
人
間
主
義
の
視
点
に

た
ち
、
様
々
な
課
題
に
挑
戦
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
次
に
示
す
具
体
的
な
行
政
課

題
へ
の
取
り
組
み
と
、
新
た
な
提
案
に
対

す
る
真
摯
な
取
り
組
み
を
強
く
要
望
致
し

ま
す
。 

平成18年度予算要望書を中田宏横浜市長に提出 平成18年度予算要望書を中田宏横浜市長に提出 平成18年度予算要望書を中田宏横浜市長に提出 
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建設業労働災害防止協会の「建築物の解体等工事における 
石綿粉じんへのばく露防止マニュアル」より引用 

　
横
浜
市
で
は
、
安
全
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
公
共
建
築
物
を
対
象

と
し
た
「
横
浜
市
公
共
建
築
物
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、

建
築
物
の
設
計
・
施
工
か
ら
、日
常
管
理

に
至
る
ま
で
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
、福
祉
施
設
、保
育
園
、幼
稚
園
、

私
立
学
校
、デ
パ
ー
ト
な
ど
民
間
の
建
築

物
に
お
い
て
も
、公
共
建
築
物
と
同
様
に

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

中小企業を支援 中小企業を支援 
低金利（1.4％以内）の融資を提供 

　
災
害
時
に
高
齢
者
や

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
、

子
ど
も
や
妊
婦
な
ど
の

要
援
護
者
を
支
援
す
る

た
め
に
必
要
な
要
援
護

者
の
把
握
、
救
助
方
法

や
避
難
場
所
へ
の
誘
導

方
法
・
配
慮
な
ど
を
具

体
的
に
示
す
要
援
護
者

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
年

内
に
作
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

　
横
浜
市
で
は
来
年
4

月
か
ら
、
地
域
の
小
児

救
急
拠
点
病
院
で
、
深

夜
の
初
期
救
急
診
療
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
身

近
な
と
こ
ろ
で
、
深
夜

の
小
児
救
急
の
受
診
が

可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
複
数
の
病
院

を
加
え
る
方
向
で
、
医

療
機
関
な
ど
と
調
整
を

進
め
て
い
ま
す
。 

　
横
浜
市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）問
題
に
つ
い
て
総
合
的

な
対
策
を
行
う
た
め
「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
 

　
市
立
学
校
や
市
民
利
用
施
設
に
お
け
る
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
昭
和
62
年
と
63
年
に
調
査
し
、
除
去
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
一
部
含
む
吹
き
付
け
材

に
つ
い
て
調
査
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
 

相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
横
浜
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

T
E
L（
6
6
4
）
2
5
2
5

 F
A
X（
6
6
4
）
2
8
2
8
へ
 

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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回
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【
小
児
救
急
拠
点
病
院
】 

①
市
立
市
民
病
院 

　   

T
E
L（
3
3
1
）
1
9
6
1 

②
市
立
み
な
と
赤
十
字
病
院 

　   

T
E
L（
6
2
8
）
6
1
0
0 

③
済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院 

　   
T
E
L（
8
3
2
）
1
1
1
1 

④
横
浜
労
災
病
院 

　   

T
E
L（
4
7
4
）
8
1
1
1 

⑤
昭
和
大
学
横
浜
市
北
部
病
院 

　   

T
E
L（
9
4
9
）
7
0
0
0 

⑥
国
立
横
浜
医
療
セ
ン
タ
ー 

　   

T
E
L（
8
5
1
）
2
6
2
1

《神奈川新聞 10月8日付》 

《朝日新聞 10月8日付》 
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期
全
面

返
還
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

横浜市内米軍施設の状況 

　
市
役
所
や
区
役
所
の
こ
と
で
聞
き
た
い
こ
と
が

あ
る
の
に
、
ど
こ
に
聞
い
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
場
合
な
ど
、

電
話
一
本
で

専
門
の
オ
ペ

レ
ー
タ
が
ご

案
内
し
ま
す

の
で
、お
気
軽

に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。 

 

公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、
平
成
十

八
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
要
望
書
を
中

田
宏
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

　
外
部
機
関
に
よ
る
市
の
す
べ
て
の
事
業

へ
の
「
事
業
仕
分
け
」
方
式
の
チ
ェ
ッ
ク

導
入
や
、
小
児
医
療
費
助
成
を
就
学
前
ま

で
拡
大
し
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
な

ど
三
十
項
目
を
最
重
点
要
望
と
し
て
お
り

ま
す
。 

　
最
重
点
要
望
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
感
染
拡
大
予
防
に
万
全
を
期
す

こ
と
や
、
耐
震
強
度
偽
装
問
題
を
踏
ま
え

た
市
独
自
の
建
築
確
認
体
制
構
築
、
私
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
金
の
増
額
な
ど
を

求
め
て
お
り
ま
す
。 

　
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
や
芸
術
家
育
成

な
ど
百
六
十
三
の
重
点
要
望
も
掲
げ
ま
し

た
。
 
 

  ●
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
 
 

  

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度

情
報
化
の
進
展
の
中
、
わ
が
国
は
、

世
界
最
速
の
少
子
高
齢
化
の
潮
流

と
と
も
に
、
戦
後
初
め
て
の
「
人

口
減
少
社
会
」
に
突
入
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

　
私
た
ち
公
明
党
は
、
政
権
与
党

と
し
て
、
子
育
て
支
援
な
ど
少
子

高
齢
化
対
策
の
流
れ
を
つ
く
り
、

社
会
保
障
制
度
改
革
と
し
て
の
年

金
改
革
、
構
造
改
革
の
郵
政
や
道

路
公
団
の
民
営
化
、
特
区
制
度
な

ど
の
規
制
改
革
、
経
済
対
策
と
し

て
の
金
融
機
関
の
不
良
債
権
処
理
・

中
小
企
業
対
策
な
ど
幅
広
い
分
野

で
改
革
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
社
会
構
造

は
安
定
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
、
景
気
も

回
復
基
調
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

時
代
の
変
化
は
激
し
く
、
不
安
定
な
国
際

社
会
情
勢
や
急
激
な
人
口
・
社
会
構
造
の

変
化
、
地
震
・
災
害
・
治
安
へ
の
不
安
な

ど
、
安
全
・
安
心
社
会
の
構
築
や
財
政
健

全
化
な
ど
、
待
っ
た
な
し
の
思
い
切
っ
た

改
革
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

と
も
そ
の
実
現
に
邁
進
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

　
さ
て
、
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
平
成
18

年
度
に
約
2
1
5
億
円
の
収
支
不
足
が
見

込
ま
れ
る
中
、
横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン

の
最
終
年
度
と
し
て
、
次
計
画
を
策
定
す

る
重
要
な
年
度
の
予
算
編
成
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
新
し
い

時
代
と
社
会
を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
の

は
、「
人
間
の
幸
福
な
生
存
こ
そ
が
目
的
価

値
で
あ
る
」
と
す
る
人
間
主
義
の
視
点
に

た
ち
、
様
々
な
課
題
に
挑
戦
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
次
に
示
す
具
体
的
な
行
政
課

題
へ
の
取
り
組
み
と
、
新
た
な
提
案
に
対

す
る
真
摯
な
取
り
組
み
を
強
く
要
望
致
し

ま
す
。 
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「
人
間
の
幸
福
な
生
存
こ
そ
が
目
的
価
値
で
あ
る
」

「
人
間
の
幸
福
な
生
存
こ
そ
が
目
的
価
値
で
あ
る
」 

 
全
力
で
改
革
を
推
進
し
ま
す

全
力
で
改
革
を
推
進
し
ま
す
 ！ ！ 

「
人
間
の
幸
福
な
生
存
こ
そ
が
目
的
価
値
で
あ
る
」 

 
全
力
で
改
革
を
推
進
し
ま
す
 ！ ！ 


